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土岐川庄内川の
重点的に取り組むべき課題



治水上の課題



平成１２年９月東海豪雨

＜降雨・流量＞
・原　　　　因：台風14号と秋雨前線の影響
・降　　　　雨：時間最大93mm、総雨量567mm
　　　　　　　　　（名古屋市内）
・ピーク流量：枇杷島地点約3,500m3/s
　　　　　　　　 多治見地点約1,500m3/s

＜降雨・流量＞
・原　　　　因：台風14号と秋雨前線の影響
・降　　　　雨：時間最大93mm、総雨量567mm
　　　　　　　　　（名古屋市内）
・ピーク流量：枇杷島地点約3,500m3/s
　　　　　　　　 多治見地点約1,500m3/s

＜主な被災など＞
・新　 川：破堤（名古屋市西区）
・庄内川：下之一色地区にて越水
　　　　　　約15kmにわたって水位がHWL超過
・浸水面積約19km2
・家屋浸水約18,100戸（床上11,900、床下6,200）

＜主な被災など＞
・新　 川：破堤（名古屋市西区）
・庄内川：下之一色地区にて越水
　　　　　　約15kmにわたって水位がHWL超過
・浸水面積約19km2
・家屋浸水約18,100戸（床上11,900、床下6,200）

一色大橋（国道１号
）

庄内川

越水

破堤

国道22号

浸水状況（名古屋市西区）

新川

浸水状況（名古屋市中川区）

(平成12年9月撮影)

平成12年9月洪水浸水
図



激特事業の主な内容

庄内川
激特事業区間
16.0km

（国土交通省）

平成12年度計画

○築堤・堤防の強化
　　Ｌ＝１３．６ｋｍ
○河道の掘削
　　Ｖ＝１４０万m3
○橋梁の改築と補強
　　改築１橋・補強４橋
○洗堰の改築
　　約１ｍ嵩上げ
　　越流量を２７０m3/sを７０m3/s
　に低減
○小田井遊水地の改築
　　約１ｍ嵩上げ
　　効果量１４０m3/s
○防災情報システムの整備
　　河川監視体制の整備
　　水位雨量など情報提供
○水防拠点の整備
　　２箇所
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＜庄内川の対策＞＜庄内川の対策＞



◆都市河川にふさわしい安全性を備える
コレプロレポートVol.1 P．6

　・流域の状況に合わせた河川整備を行うこと

激特事業完了後の河道状況（水位縦断図左岸）

平成16年度末時点
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コレプロレポートVol.1 P．6

　・流域の状況に合わせた河川整備を行うこと

激特事業完了後の河道状況（水位縦断図右岸）

平成16年度末時点



コレプロレポートVol.1 P．８

◆都市河川にふさわしい安全性を備える

• 流域自治体や住民との連携による減災を目指すこと
　　ハザードマップの公表状況

H15末までに公表済み

H16公表予定



水利用と水環境から見た課題



◆地域や社会の状況を踏まえた水利用を行う
• 堀川への導水の経緯と状況

地下鉄工事に伴う湧水を導水（最大0.3m3/s）地下鉄工事に伴う湧水を導水（最大0.3m3/s）

地下鉄工事完了に伴う枯渇を防ぐため、
庄内川から暫定導水（最大0.3m3/s）

地下鉄工事完了に伴う枯渇を防ぐため、
庄内川から暫定導水（最大0.3m3/s）

清流ルネッサンスⅡ対象河川に選定
↓

堀川水環境改善協議会で今後のあり方を検討

清流ルネッサンスⅡ対象河川に選定
↓

堀川水環境改善協議会で今後のあり方を検討

堀川1000人調査隊が結成
↓

堀川への試験導水時の各種調査

堀川1000人調査隊が結成
↓

堀川への試験導水時の各種調査

平成16年2月

H14年7月　

H13年7月　

H10年9月

「堀川を清流にしよう」（名古屋ライオンズクラブ等）
と呼びかけ、192,511名の市民の署名を集めた

「堀川を清流にしよう」（名古屋ライオンズクラブ等）
と呼びかけ、192,511名の市民の署名を集めた

H11年５月

平成11年5月15日(土曜日)　
中　日　新　聞

堀川清流ルネッサンス
（第二期水環境改善緊急行動計画）
（平成１６年７月）

堀川の水環境の改善に向けて
下記事項に取り組む
【水量の確保】
◆庄内川からの導水0.3m3/s
◆地下鉄湧水など新規水源の開発

【水質の改善】
◆庄内川における水質改善
◆堀川での対策
　・直接浄化
　・河川水へのDO補給
　・ヘドロの除去（浚渫）
　・河道内のゴミの除去
　・河道内食性の創出による
　　栄養塩除去
◆下水道事業
◆啓発活動

コレプロレポートVol.1 P．10



◆地域や社会の状況を踏まえた水利用を行う

Ｈ16年4月28日（水）

中日新聞朝刊（P24市民版）

Ｈ16年12月2日（木）

朝日新聞朝刊

コレプロレポートVol.1 P．10
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◆地域住民や地域企業が一体となって水環境を改善す
る
・　市民からの要請　

出典：平成15年10月土岐川庄内川コレカラプロジェクト　オープンハウスアンケート集計結果-速報-より

(n=2504)

Q．どのようなことを重視して整備してほしいですか？

(n=2494)

(n=2513)

(n=2519)

74%占める

コレプロレポートVol.1 P．10、11

治　　　水

河川利用

環境保全

水　環　境



◆流域の自治体と一体となって水環境を改善する
全国の一級河川おいて、
水質現況はワースト９位（平成１５年）
●庄内川汚濁模式図（BOD年平均値）

コレプロレポートVol.1 P．10、11

●BOD経年変化図（75％値）

●伊勢湾に流れ込む河口部（平成16年3月撮影）



◆地域住民や地域企業が一体となって水環境を改善す
る
• 浄化事業の実施状況

●庄内川八田川合流部の浄化施設
　　（Ｈ16年10月撮影）

八田川

庄内川

●市民と一緒に行う植物を使った実験

●実験者の公募による浄化実験
　　公募により選定された5つの技術・システムによる浄化
実験施設を設置、実験中。

コレプロレポートVol.1 P．13



河川の自然環境から見た課題



コレプロレポートVol.1 P．14、1５

庄内川河口干潟

新川河口干潟

藤前干潟

庄
内
川

新
川

日
光
川

ラムサール条約登録湿地
（特別保護地区323ha）

シギ・チドリ類には、シベリアや
アラスカで生まれ、そこが寒くな
る前に東南アジアや南半球へ渡る
種がいます。そして春にはまた北
半球へ戻ります。
藤前干潟は、片道1万kmを越す旅
をする鳥たちの休息場となる重要
な中継地となっています。

藤前干
潟

ヨシ原

渡り鳥の移動状況干潟

国設鳥獣保護区

1.0k付近のヨシ原
（平成16年8月撮影）

庄内川

干潟の

干潟の生態系

◆生態系の保全と再生を図る



人との関わりから見た課題



名古屋市の公園と庄内川

庄内緑地40ha
総合公園の約21%

庄内川水系の
河川敷緑地121ha
河川敷公園の約91％

庄内川水系の
公園面積161ha
名古屋市の公園全体
の約11％

出典：名古屋市ホームページ



名古屋市の都市景観の整備方針と庄内川

出典：名古屋市ホームページ

１

２

４

1.小田井

2．万場・岩塚

4.庄内川河口

昭和62年3月策定



昭和62年3月策定

準景観地
景観重要建造

景観地

景観地

景観重要建造

景観重要公共施

景観重要樹
景観農業振興地域
整備計画区域

自然公園

市街化調整区域

市街化区域

都市計画区域内

都市計画区域外

景観計画区

土岐川庄内川流域の景観行政団体

岐阜県、愛知県、名古屋市：平成１６年１２月１７日

多治見市：平成１７年２月（予定）

※景観法施行：平成１６年１２月１７日

景観法の対象地域のイメージ



• 堤防道路の利用状況

◆治水機能を維持するための施設管理を行う
◆公共の河川空間として望ましい環境にする

●

●

● ●

●21k付近　
5,032台/日

●18k付近　
9,482台/日

●13k付近

30,756台/日

●9k付近　
25,290台/日

●6k付近　

13,318台/日

●駐車車両が水防活動の支障となっている状況
一色大橋下流右岸（4.5Ｋ付近）（平成12年9月撮影）●庄内新川橋東詰交差点の状況（0.5Ｋ付近）

●

●29k付近　
7,002台/日

●

●

●矢田川3k付近

14,658台/日

出典：平成11年道路交通センサス

コレプロレポートVol.1 
　　　　　P．16、18



◆治水機能を維持するための施設管理を行う
コレプロレポートVol.1 P．16

右岸10.2k付近

左岸13.６k付近

左岸5.４k付近

●東海豪雨で崩壊した法面状況
矢田川左岸（2.0Ｋ付近）

右岸13.4k付近

• 堤防道路の問題点（道路のひび割れ、ガードレール設置の状況）



◆公共の河川空間として望ましい環境にする

• 河川空間の利用とアクセス性の現状

●堤防道路により、堤内地から
　高水敷利用箇所へのアクセスが困難

●松陰公園（4.6Ｋ付近左岸） ●大正橋緑地（10.2k付近左岸）

コレプロレポートVol.1 P．18、19

平成16年3月撮影平成15年2月撮影

●堤防道路により、堤内地から
　高水敷利用箇所へのアクセスが困難



◆公共の河川空間として望ましい環境にする

• 遊歩道、サイクリングロードの現状

●八田川左岸0.5K付近

水分橋東緑地
サイクリングコース

庄内川ふれあい緑道

●庄内川右岸22.4K付近●庄内川右岸20.0K付近

庄内川自転車道

●庄内川右岸19.0K付近 天神橋緑地
サイクリングコース

●庄内川左岸21.6K付近

大幸公園
サイクリングコース

宮前橋緑地
サイクリングコース

●矢田川左岸4.2K付近天神橋緑地

天神橋緑地
サイクリングコース

●矢田川左岸2.6K付近　

サイクリングコース

※写真は平成17年２月撮影



◆公共の河川空間として望ましい環境にする

●グラウンドの様子
（東海豪雨時の様子）

●ゴルフ練習場の様子
（東海豪雨時の様子）

• 適切な高水敷利用（東海豪雨時の状況）
緑地、公園
18.3%

スポーツエ
リアなど
10.2%

農耕地
1.2%

その他
19.2%

その他
29.6%

農耕地
17.3%

スポーツエリア
　　　4.2％

庄内川高水敷
　　総面積
372ha

民有地
51.1％

官地
48.9％

●矢田川合流点付近（17ｋｍ付近）

ゴルフ場 自動車学校

コレプロレポートVol.1 P．18、19

平成12年9月撮影

平成12年9月撮影

平成16年3月撮影



◆地域に根ざした河川整備を行う

●長須賀学区連絡協議会の活動の様子

●名古屋市水辺研究会の活動の様子

新
川

庄
内
川

名古屋市

春日井
市 ●名古屋市水辺研究会

　（300名）

　　不法投棄連絡、除草管理、
　　水生生物等の調査，等

●名古屋ファイターズ　
　　　　　　　中学部
　（100名）
　　ゴミの収集

●名古屋北シニアリーグ　
　　　　　　　野球協会
　（約30名）
　　ゴミの収集、不法投棄巡視報告
等

• 協働事業（アダプト事業）

●長須賀学区連絡協議会
　（20名）
　　ゴミの収集

●（有）アスモ綜工
　（20名）
　　ゴミの収集

●王子製紙（株）
　　　　　春日井工場
　（1500名）
　　ゴミの収集、不法投棄巡視等

●名古屋北リトルリーグ
　　　　　野球協会

　（約50名）
　　ゴミの収集、不法投棄巡視等

●愛知電機株式会社
　（約10名）
　　ゴミの収集・集積・処理

コレプロレポートVol.1 P．20

平成17年２月現在

平成15年8月20日撮影

平成16年11月21日撮影
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